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札
幌
市
内
の
道
立
高
校
で

養
護
教
諭
と
し
て
働
く
山
形

志
保
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
さ
ん

の
日
々
の
実
践
を
紹
介
し
た

、「

」

本

保
健
室
か
ら
創
る
希
望

が
今
年
７
月
に
新
日
本
出
版

社
か
ら
出
版
さ
れ
、
好
評
を

博
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
声
に
耳
を
傾
け
、

ど
う
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添

い
、
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
い
く

の
か
？
」

道
立
高
校
の
養
護
教
諭
と
し

て
活
動
を
続
け
る
山
形
さ
ん
の

実
践
を
知
り
、
そ
の
重
要
性
に

注
目
し
た
の
が
当
時
北
海
道
教

育
大
学
札
幌
校
に
着
任
し
た
福

井
雅
英
教
授
（
臨
床
教
育
学
）

で
し
た
。

貧
困
や
格
差
拡
大
、
人
が
人

と
し
て
育
ち
あ
う
こ
と
が
む
ず

か
し
く
な
っ
た
学
校
や
社
会
の

中
で
、
必
死
に
生
徒
と
つ
な
が

り
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
る
山

形
さ
ん
の
教
育
実
践
を
、
１
０

年
の
歳
月
を
掛
け
て
て
い
ね
い

に
読
み
解
き
、
そ
の
意
義
を
あ

き
ら
か
に
し
た
著
作
が
本
書
で

す
。
具
体
性
に
彩
ら
れ
た
「
生

き
た
言
葉
」
と
情
理
を
尽
く
し

た
そ
の
読
み
解
き
は
読
む
人
の

心
を
揺
さ
ぶ
り
ま
す
。
ほ
ん
の

り
明
る
く

「
信
じ
ら
れ
る
人
と

、

つ
な
が
り
た
い
」
に
応
え
た
物

語
に
出
合
え
ま
す
！

山
形
さ
ん
と
福
井
さ
ん
の
“

情
緒
と
論
理
”
を
噛
み
合
わ
せ

た
「
教
育
物
語

。
ぜ
ひ
手
に
と

」

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
共
著
者
同
士
が
対
談

す
る

「
さ
っ
ぽ
ろ
〈
子
育
て
・

」

教
育
〉
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
３

が
１
０
月
９
日

月

」

（

・
ス
ポ
ー
ツ
の
日
）
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
ち
ら
に
も
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

『笑顔輝く、子どもと大人の未来』
ー信じられる人々とのつながりあいを求めてー

さっぽろ＜子育て・教育＞
市民フェスティバル2023

日時： 月 日(月) 時～ 時10 9 14 16
会場：高等学校教職員センター

Zoom ID: 863 5823 5537※ 参加はミーティング
: 832967パスコード

「保健室から創る希望」出版記念対談

〈 『 』〉いまそこにある 希望
共著者の福井雅英さんと山形志保さんをお招きし
て対談していただき、生きづらさに満ちた学校や
社会の中で、希望を紡ぐつながりをどのように展
望していくかについて、豊富な実践をもとに語っ
ていただきます。
ご参加お待ちしています。

主催 さっぽろ＜子育て・教育＞
市民フェスティバル 実行委員会2023

新日本出版社保健室から創る希望
福井雅英・山形志保=編著 定価 1760円

( )２０2３年９月８日（金） 第６０２号 北海道高教組札幌支部は ば た き 2

イ
ヌ
民
族
博
物
館
」
の
第
一
言

語
は
ア
イ
ヌ
語
。
ア
イ
ヌ
語
が

公
用
語
と
な
っ
た
空
間
に
身
を

置
き
、
展
示
を
手
が
か
り
に
北

海
道
の
歴
史
と
多
様
性
に
つ
い

て
考
え
、
語
り
あ
い
、
学
芸
員

さ
ん
に
尋
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
魅
力
づ
く
り

「
特
色
づ
く

」

り
」
の
看
板
で
あ
る
総
合
学
科

や
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
ス
ク
ー
ル
は

復
元
さ
れ
る
一
方
で
、
減
ぜ
ら

れ
た
ま
ま
単
位
制
か
ら
の
離
脱

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
白
陵
の
存

在
は

「
魅
力
づ
く
り

「
特
色

、

」

づ
く
り
」
が
学
校
存
続
の
切
り

札
に
は
な
り
え
な
い
実
態
を
表

し
て
い
ま
す
。
２
５
年
に
は
普

通
科
フ
ィ
ー
ル
ド
制
も
完
全
に

姿
を
消
し
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
数
年

間
、
復
元
措
置
を
講
じ
て
こ
な

か
っ
た
結
果
、
学
級
削
減
計
画

の
な
い
年
度
で
も
、
２
次
募
集

後
の
欠
員
に
よ
る
学
級
減
が
ス

ト
レ
ー
ト
に
石
狩
学
区
の
「
厳

」

、

し
い
競
争
環
境

を
悪
化
さ
せ

「
競
争
」
は
い
っ
そ
う
激
化
し

ま
す
。
中
卒
者
の
動
向
を
も
と

に
作
成
し
て
い
る
高
校
配
置
計

画
に
学
級
減
の
計
画
が
な
か
っ

た
場
合
は
、
２
次
募
集
後
の
欠

員
に
よ
る
学
級
削
減
は
原
則
と

し
て
翌
年
度
は
復
元
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

少
子
化
が
す
す
む
な
か
、
４

０
人
学
級
を
前
提
と
し
て
石
狩

学
区
内
の
公
立
高
校
数
で
中
卒

者
数
を
割
り
返
す
と
、
１
校
当

た
り
の
学
級
数
は
定
時
制
を
含

め
て
１
学
年
７
学
級
を
切
っ
て

い
ま
す
。
学
級
減
や
教
職
員
定

数
減
を
行
う
の
で
は
な
く
定
時

制
や
小
規
模
校
な
ど
可
能
な
学

校
か
ら
少
人
数
学
級
を
導
入
す

る
こ
と
は
十
分
検
討
す
る
価
値

が
あ
り
ま
す
。
学
校
に
よ
り
多

少
の
差
が
出
る
こ
と
は
あ
り
得

る
と
し
て
も
、
最
大
８
学
級
、

最
小
２
学
級
と
い
う
石
狩
学
区

の
い
び
つ
さ
は
早
急
に
正
さ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
教
育
全
国
署
名
を
展

開
中
で
す
。
先
生
を
増
や
す
こ

と
、
少
人
数
学
級
を
す
す
め
る

こ
と
、
教
育
予
算
を
増
や
す
た

め
に
、
ぜ
ひ
署
名
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

９
月
６
日
に
２
０
２
４
年
度

～
２
０
２
６
年
度
の
高
校
配
置

計
画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

石
狩
学
区
に
つ
い
て
は
、
２

次
募
集
後
の
欠
員
に
よ
り
今
年

度
学
級
減
と
な
っ
た
４
校
の
う

ち
、
野
幌
高
校
と
石
狩
翔
陽
高

校
に
つ
い
て
は
、
久
々
の
石
狩

学
区
で
の
復
元
措
置
が
講
じ
ら

れ
ま
し
た
が
、
白
陵
高
校
と
北

広
西
高
校
は
復
元
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
入
学
学
年
が

２
学
級
２
校
、
３
学
級
４
校
、

４
学
級
２
校
と
、
小
規
模
校
化

が
さ
ら
に
す
す
み
、
学
校
規
模

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
拡
大
し
ま

し
た
。
ま
た
、
単
位
制
の
教
職

員
加
配
が
３
学
級
を
下
回
る
と

廃
止
さ
れ
る
こ
と
か
ら
白
陵
高

校
は
単
位
制
か
ら
学
年
制
の
普。

通
科
へ
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
す

小
規
模
化
し
た
学
校
の
存
続
を

い
か
に
図
る
か
。
地
域
別
検
討

協
議
会
で
も
地
元
自
治
体
は
憂

慮
し
て
発
言
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
高
教
組
札
幌
支
部
の

「
動
く
支
部
教
研
２
０
２
３
」

は
９
月
２
３
日
に
、
こ
の
ウ
ポ

ポ
イ
で
開
催
し
ま
す
。
折
し
も

特
別
展
「
考
古
学
と
歴
史
学
か

ら
み
る
ア
イ
ヌ
史
展
ᴿ
１
９
世

紀
ま
で
の
奇
跡
ᴿ
」
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

参
加
対
象
は

札
幌
支
部
組
合
員
と
そ
の
ご
家

族
、
高
校
生
で
す
。
当
日
は
、

札
幌
か
ら
貸
切
バ
ス
も
運
行
し

ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
組

合
員
の
方
は
９
月
１
９
日
ま
で

に
、
高
教
組
札
幌
支
部
（
０
９

０
ᴿ
８
５
０
２
ᴿ
０
２
３
４
）

ま
で
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

３
ペ
ー
ジ
チ
ラ
シ
を
参
照

「
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
法
」
の

施
行
翌
年
に
開
業
し
、
今
年
、

開
業
３
周
年
を
迎
え
た
「
民
族

共
生
象
徴
空
間
ウ
ポ
ポ
イ

国

」
。「

立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館

「
国

」
、

立
民
族
共
生
公
園

「
慰
霊
施

」
、

設
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
業
初
年
度
は
教
育
旅
行
で

６
０
０
校
余
り
が
訪
れ
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
は
一
般
旅
行
、

海
外
か
ら
の
来
訪
者
も
増
え
て

い
る
よ
う
で
す

「
同
化
政
策
」

。

を
す
す
め
た
国
が
、
法
律
に
ア

イ
ヌ
を
先
住
民
族
と
明
記
し
、

ア
イ
ヌ
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る

共
生
社
会
を
め
ざ
す
と
し
た
こ

と
は
重
要
で
す
。

昨
年
１
１
月
に
開
催
さ
れ
た

「
北
海
道
合
同
教
育
研
究
全
道

集
会
」
で
は

「
当
事
者
か
ら
見

、

る
ア
イ
ヌ
施
策
と
教
育
～
文
化

偏
重
の
施
策
・
教
育
を
問
い
直

す
～
」
と
題
し
た
特
別
学
習
会

。

、

が
行
わ
れ
ま
し
た

そ
こ
で
は

こ
う
し
た
積
極
的
な
面
と
同
時

に
、
ア
イ
ヌ
施
策
推
進
法
施
行

後
も
先
住
権
や
遺
骨
問
題
、
差

別
解
消
の
議
論
は
進
ま
ず
、
施

策
の
中
心
は
文
化
振
興
と
経
済

活
性
化
に
置
か
れ
て
い
る
点
が

。

、

指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た

実
際

「

」

今
年
７
月
３
０
日
付
の

道
新

、「

」

は

無
意
識
の
差
別

心
に
傷

の
見
出
し
で
、
ウ
ポ
ポ
イ
職
員

の
体
験
を
取
り
上
げ

「
マ
イ
ク

、

ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
影
響

に
も
触
れ
て
い
ま
し
た
。
ア
イ

ヌ
政
策
と
教
育
の
あ
り
方
は
ま

さ
に
今
日
の
問
題
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ウ
ポ
ポ
イ
に
あ
る
「
国
立
ア


